
「マイライフプラン」指導の手引き

「マイライフプラン」とは、今の自分が考える自分の
将来に向けての進み方や実現に向け必要なことが分かる

オリジナルの計画書です。

令和6年度 東京都教員研究生 小平市立小平第十一小学校 佐々木 玲子

ここ見てPoint！

ちょっと困った時の、
言葉かけの例、あります。

学習シートの紹介もあります。
ご活用ください。

各パーツを図式化し、自分の
将来やそのために必要な情
報を書き込みます。どこから
書き始めてもよいです。

作成を通して、自己の生き方を探究
することができます。

今（小６） 大人の頃



Step１ 自己の課題の可視化

自分の将来に必要な力（なりたい職業に必要な力など）を３～５個選び、
マイレーダーチャートを作成、今の自分を見つめさせましょう。

力は、何個選んでもよいが、
３～５個が、おすすめです。

必要な力が選べない時は・・・

「第１時にみんなで考えた、どのような社
会でも必要な力から選んでもいいよ。」
「『キャリア・パスポート』見てみようか。前
に書いたことがヒントになるかもよ。
「『みつかるといいなシート』で自分を分析
すると、見えてくるかもしれないよ。」
「図書コーナーの本、見てきていいよ。」
「友達が選んだ力を聞いてもいいよ。」

レーダーチャートは、表計算ソフトで、
児童でも簡単に作成可能です。

決めた後に変わってもOK！
自分に必要な力を意識している
と捉えましょう。

時間が掛かっても、自分で
決めることが大事！



Step２ 必要な情報の収集

自分の将来に必要な力の身に付け方や、なりたい職業の内容や、
なり方などを、必要な情報を収集させましょう。

なかなか書けない時は・・・

「どれから調べる？力？仕事？」
「仕事のどんなことを知りたい？知って
いるといいと思う？」
「セミナーで、どんなことを書くと、大人
になった時によいか、聞いてみよう。」
「『仕事調べシート」を使って調べたこと
を書き込んでいいですよ。」
「図書コーナーの本、見てきていいよ。」
「友達が、どんなことを書いているか、
聞いてみてもいいね。」

これでいいですか？と、
児童が聞いてきたら、

これ、いいね！よく考ているね！
不安を取り除いてあげましょう。
なんでそう思ったの？など、関心
があることも伝えると、児童は、
安心して進められるでしょう。

自分を勇気付ける言葉、大切にしたい考えが
あると、「自分だけ」の計画書になります。

セミナーで学んだ大人の考
えなども、書くよう促すと
よいですね。



Step３ 計画の立案

これならできそうだ！と思えるマイライフプランにするために、
将来の目標（こんな仕事、こんな暮らし、大切にしている考えなど）や、その目標に
向けた今後の計画を考えさせましょう。

なかなか進まない時は・・・

「今、何について考えている？」
「セミナーで、中学校でどんなことを頑
張ったらいいか、聞いてみようか。」
「『目標立て方お助けシート』を使ってみ
ると、考えが具体的になるよ。」
「図書コーナーの本、見てきていいよ。
（いいなと思ったものを、参考にする）」
「友達の計画がどんな感じが、聞いてみ
てもいいね。」

児童の探究のサイクルは人そ
れぞれ。Step２と３の順番が
変わってもOK！

進んでいないのは、どうしよう？
どれにしよう？など、悩んでいま
す。教員も、いっしょに考え、その
子が納得する答えを探しましょう。

生き方は、働き方、暮らし
方、考え方で考えるように
すると、具体的になります。

1年後の中学校や10年後の将来を想像する
過程で、「これならできそうだ！」が見えてき
ます。



Step４ 作成後

一人１台の学習者用端末を使用して作成したマイライフプランは、
データ保存や「キャリア・パスポート」に記録させましょう。

自己の生き方の探究に
ゴールはありません。

授業が終わっても、児童が、
自分の将来に必要な力を意識
できるよう、折に触れて、声を
かけていきましょう。

目的意識をもたせて、
作成しましょう

単元初めに、マイライフプラン発表の場
があることを児童に伝えましょう。発表
をすることで、聞いている人に「自分の夢
や目標の応援者になってもらうため」と、
何のための発表なのか、児童が理解して
臨むことが大切です。



ここもPoint！！（教材）

（参考）「科学技術・イノベーション白書」
文部科学省（令和２年）

導入
「予測困難な時代」のイメージをもたせ、学び続けることの大切さを
児童が感じられるようにしましょう。

情報の収集
セミナー（地域の大人の生き方を学ぶ活動）は、大人の人生話を直接
聞くことができる貴重な場ですので、児童が、多くの人の話に接する
ことができるようにするなど、時間配分等を工夫しましょう。

未来に向けて、力を
付けないと・・・



ここもPoint！！（学習環境）

情報コーナー（掲示物）
学習の予定や経過が分かるように、教室内や廊下に掲示しましょう。

探究の目的を明確にするために、第１時で、未来の社会に
向けて、必要な力を話し合ったことなどを掲示します。

図書コーナー
ブックトラックを活用し、
図書室にある仕事や職業
に関連する本を並べます。
児童の手に取りやすい場
所に置きます。学習の状況
や児童の実態に応じて、必
要な本を補充するようにし
ましょう。



（参考）学習シート



（参考）学習シート



（参考）学習シート
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